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概要　血中抗精子抗体 の 中で も， 補体依存性 の 精子不 動化抗体 は 不 妊症婦人 に の み検 出 され るが ，
こ の 抗体

に よ る不妊症発生機序を解明す る為 に は，血中 の み ならず性器管内に 於け る抗体 の 存在 を 明らか に す る こ とが

必要 で あ る．本論文 に 於 て は，性器管内分泌液の 中で も実験材料 と して 採取 が 容易 で ある 排卵前頚管粘液

（CM ）を用 い て ， そ の 抽 出液中の 精子不動化抗体の 有無に つ い て 検討した ．

　抗体検出法 は 実験材料 が 微量 で あ る為新 た に 考案した精子不動化試験 の microtechnique を用い て 行つ た ．

す な わ ち micr 。tray に 流動パ ラ フ a ン を充填 し，流動パ ラ フ ィ ン 下 で CM 抽出液 10μ1・ 精子浮遊液 1μ1
・ 補体

成分として モ ル モ ッ ト血清2坦 を 混合して ， 倒立顕微鏡下 で精子運動率を経時的 に 算定 し対照 （C ％）に 比べ

て検体中の 精子運動率 （T ％）が se％ 以下 に な つ た 場 合 ， すな わ ち C／T が 2 以上 の 場合を陽性 と判定 した ・

　血中精子不 動化抗体保有 不 妊婦人に 於 て は 13例中IO例 （76・9％）Oこ CM 中の 補体依存性精子 不動化因子を

認 め た ．血 中精子不動化因子を保有 し ない 不妊婦人 に 於 て も72例中11例 （15・3％） に CM 中 の 補体依存性 の

精子不動化因子が検出され，抗精子抗体の 局所産生が 示唆され る 結果を 得 た ・周期的 に CM 中の 精子不動化

因子 を調 べ てみ る と ， ∬呻 抗体価 とは 必 ず し も平 衡 せ ず ・ ま た 周 期 に よ つ て は 血 中抗体が 陽性 に もか か わ ら

ず，CM 中に 精子不動化因子の 検出 され な い 時期の ある こ とを知つ た ．

Synops量s　The　presence　of 　sperm 　immobilizing　antibedy 　has　been　reported 　by　our 　research 　group　in　the

sera 　 of 　some 　 sterile 　 woIncn 　 with 　 unknown 　 cause ．　 In　this　 report ，　 the　 pvesence　 of 　sper エn 　immobiliz三ng

毎 ctor 　in　the 　cervical 　mucus 　of 　ster 三le　women 　with 　and 　without 　sperm 　immobilizlng　antibody 　in　their　sera

was 　tested，
　by　using 　our 　new 　developed　micro −sperm 　immobilization　test．

　 The 　results 　were 　as　follows：

　1． The 　complement 　dependent　sperm 　immobilizing 癒 ctor 　was 　proved 三n 　the　 cervical 　mucus 　of 　lO　sterile

women 　Qut 　of 　13 （76。9％）with 　sperrn 　immobilizing　antibody 　in　their　sera ．

　2． The 　same 　sperm 　immobilizing 魚 ctor 　was 　detected　in　the　cervical 　mucus 　of 　l　l　sterile 　women 　out 　of 　72

（15．3％）without 　sperm 　immobilizing　antibody 　in　their　sera ．

　 3． The 　titers　of 　sperm 　immobilizing　factor圭n 　thざ cervical 　mucus 　were 　not 　parallel　with 　serum 　titers　and

variable 　in　cycle 　to　cycle 　over 　through 　a 　long　period・

　The 　results 　eluc 三dated　the 　presence　of 　complement 　dependent　spemm 　immobilizing　factor　in　the　ccrv 三cal

mucus 　 which 　 could 　be　 trans 皿 itted　f｝om 　the 　 serum 　 or 　lecally　produced 　 in　 sterile 　 wo 【nen 　 with 　 unknown

cause ，
　 and 　also 　suggest 　the 　possible　direct　impairment 　of 　pnotile　spermatozoa 　by　this 　factor　in　the　cervical

mucus ．

Key 　words ε Unexpla ．ined　sterility ・Sperm　immobilizing　antibody 。Cervical　mucus ・Micro 　sperm 　immobiliza．

tion　test・Local　antibody 　production
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　　　　　　　　　緒　　言

　補体依存性 の 精子不 動化抗体が原因不 明不妊婦

人 の 血 中 に 特異的に検 出され る こ とを著者 ら
1°）’ 1）

は 見出 し， そ の 後多 くの 研究者
6）13）2°）

に よ つ て も

認め られ て い る ．一
般 に精子免疫に よ る妊孕性障

害の原因 と し て 精子輸送障害，精子受精能障害あ

る い は受精卵へ の 障害作用が考え られて い るが ，

い ずれに し て も抗精子抗体 の障害作用発現 の場所

が性器管内で ある こ とは 想像 に 難 くな い 事 で あ

る1 しか し婦人に 於て 生理的状態で 性器管内分泌

液を充分 に採取する とい うこ とは 非常に 困難で あ

り性器管内分泌液中 に お ける抗精子抗体 の 存在の

有無に つ い て は 未だ充分に解明され て い な い ．動

物実験に よ つ て は 精子で 免疫 した モ ル モ
ッ ト腟分

泌液中 に 精子不 動化抗体の 証明 され る こ と
7）
　

、 及

び ア イ ソ トープを標識 した 抗精子抗体を ラ ッ トに

注射した場合 ，
こ れ が 予 め 注入 した子宮内精子 に

結合 し て くる こ とか ら
1）14）

， 循環抗精子抗体が性

器管 内に 移行 し精子に 結合す る こ とが 直接的に 証

明され て い る ．婦人 に 於 て も比較的採取が容易で

ある排卵前の頚管粘液を用 い て
一

部 の 婦人 に血液

型抗原に 対す る抗 A ，抗 B 抗体と共 に 精子 に 対す

る凝集抗体ある い は 細胞障害抗体 の 存在す る こ と

が報告 されて い る
！8〕19 ）23 ）25 》．ま た最近 で は 血中精

子凝集抗体 と頚管粘液中 の 精子凝集素との 関係を

調 べ た 報告がある が
22）24）

， 精子凝集反応は 抗精子

抗体以外 の 色 々 な 因子 に よつ て も 生 じやす い た

め ， 本論文に お い て は ， 我 々 が考案 し た微量精子

不動化試験法を用 い て 頚管粘液中 の 補体依存性精

子不 動化因子 の 検討を行 い ，興味ある結果 を得た

の で 報告する ．

　　　　　　実験材料及 び実験方法

　 1． 頚管粘液抽出液 の 分離 ：

　当科不 妊外来 に通院中の 患者で 血 中精子不 動化

抗体 の 有無 に かかわ らず基礎体温 が 2 相性を示 し

排卵障害の 認め られない婦人を選 び ， 排卵前頚管

粘液を ツ ベ ル ク リ ン 注射器で採取 し ， そ の 性状が

良好 な もの す なわ ち半透明 で 粘稠度低 く粘液量

02ml 以上 ， 牽糸性20cm 以上 ， しだ状結晶 も良

好で pH 　7。0以上 の もの を実験に 用い た ．採取し

た頚管粘液は プ ラ ス チ ッ ク製 の 小容器 に 入れ，
− 20℃ に凍結保存 し た ．頚管粘液抽出後 の 分離に

際 して は 溶解後 ，重量測定を行い ，こ れ に 前以つ

て精子不動化抗体 を 保有 し て い ない こ とを 試験

済 み の 非働化未婚女性血清 （稀釈用血清）を 等

量 （頚管粘液 工mg に 対して 血清 1ssl）加 え て 撹伴

し ， 4 ℃
，
30分間静置 した 後 ，

9
，
700G

， 30分間の

遠心 分離を 行い そ の 上 清を頚管粘液抽出液 と した

（図 1）．従 つ て分離された頚管粘液抽出液中に 含

まれ る可容性成分 の 濃度は ，もと の頚管粘液中に

含まれ る濃度に 比 ぺ て 約 2倍 に稀釈されて い る ．

頚管粘液抽出液は す べ て 56°C ，
30分間非働化を行

つ た後実験に 用 い た ．

　 2， 精子浮遊液の 調製 ：

　健康男子 donor よ り用手法 で 採取 し た 精液を

室温 に 20分間放置し て 液化 させ た 後 ， 遠心分離

（1，350G， 5分間）し ， 分離精子を 10％稀釈用血清

含有生食水で 1 回洗浄した後 ， 再び 洗浄沈澱精子

に 少量 の 10％稀釈用血清含有生食水を加えて しば

らく室温で 静置 し，上清中に 遊泳 し て くる活動性

精子の みを採取 し
12）

， そ の 精子濃度を 40× 106！ml

に調製し て 実験に用 い た 。

　 3． 補体 （モ ル モ
ッ ト血 清）の 調製 ：

　 モ ル モ
ッ ト血 清の 中に は人精子に 対 して運動性

障害作用を示す も の がある の で ， 各 々 の モ ル モ
ッ

ト よ り採取 した 血清は 前以つ て人精子 に 対す る障

図 王　 Extraction　of 　cervical 　mucus 　for　micro −sperm 　immebmization　test
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図 2　 Procedure壬br　m ｝cro ・sperm 　immobilization　test　in　CM

CM 　 extraCt

Sperrn　suspenslon
Compiement （G ．P　serum ）

GM 　 extraCt

Sperm　suspension
Iロ activated 　G ．P，　 serum

SIVcM ；Sperm　immobilization　value ＝

lo μ亙

夏μ王

2 μ1

艮0 μ11

μユ

2 μ 1

　 C
　 T

　 32℃
lhr，2hr，3hr．

　 32℃
畫h ら 2hr，3br．

；≧2 鱒　　　・positive
〈 2 − 　 ・negative

Sperm　motility
　 （T ％）

Sp 巳rm 　mo 曲 ty

　 （c 傷）

写 真 1

害作用を調べ
， 精子運動障害作用の な い もの だ け

を選 び 出 して そ の 補体力価を羊赤血球 の 溶血 反応

に よ り求め ， そ の 溶血補体力価 （C
’H50 ）が 200

以上を示す もの をプール し て 実験に 用い た （文献

2 参照），

　4． 微量精子不 動化試験法 ：

　写真 1 に示す よ うな 18個 の micro 　 chamber を

有す る microtray （M φ11er　 coates 　 A！s ，
　 Moss

，

Norway）に 32℃ に 加温 した 流動 パ ラ フ ィ ン を充

満 した後 ，
Hamilton の micros アringe （Anaheim ，

California）を用 い て 流動 パ ラ フ ィ ン 下 の micro

chamber に 頚管粘液抽出液10μ1， 精子浮遊液 （40

x 　10fi！m1 ） 1μ1， 補体 と し て モ ル モ
ッ ト血 清 2μ1を

注入混合 し ， 32℃ の 保温器内 で 反応 させ ， 1時

間 ， 2 時間 ， 3 時間後の精子運動率を倒立 顕微鏡

下 （200倍率）で 算定 し た ．補体対照 と し て ， 非

働化 モ ル モ ッ ト血清を加えた もの を用 い
， 検体対

照と して 頚管粘液抽出液の 代わ りに 非働化未婚女

性血 清 を加え た もの を 同時 に用 い て ， 対照精子運

動率を算定 し た ．補体対照が検体対照に 比 して ，

精子運動率が著 し く低 い 場合は ， 頚管粘液 中に 補

体非依存性の 精子運動障害因子が含 まれ る もの と

して実験結果か ら除外 した ．判定は 従来の 精子不

動化試験に 準 じて 行い ， 実験群 の精子運動率 （T

％）が対照群 （こ の場合は 補体を加 えな い 群） の

精子運動率 （C ％）に比 べ て 50％以下に な つ た場

合，す なわ ち CIT（精子不動化値 sperm 　immobili−

zation 　value ： SIV）が 2 以上 の 場合を陽性 と判定

し た （図 2 ）．

　　　　　　　　　奚験結果

　先ず ，不妊婦人 の 中で血中精子不動化抗体保有

婦人 の 頚管粘液に つ い て検討を加えた ．原因不 明

不 妊婦人 の 中で ，血 中精子不動化抗体を保有す る

13名 よ り ， 数周期に 亘 つ て 排卵前 の 頚管粘液を採

取 し，実験材料 の 項で述べ た criteria に 従 つ て 性

状良好 と判定された 頚管粘液 よ り，抽出液を分離

し ， 微量精子不動化試験法を用 い て 補体依存性 の

精子不動化因子 の 検討を行 つ た 、13名中 10名の 婦

人 の 頚管粘液抽出液中に 精子不動化因子 の 存在を

認め た ．そ の 結果 の
一

部は 定量的精子不動化試験

法
4）5）

に よ つ て 測定 し た 1肛中精子不 動化抗体価

（50％精子不 動化値 ：SI5
。）と共に 表 1に 示 した 。

表 よ り明 らか な よ うに 頚管粘液抽 出液中で ， 補体

を加え な い 場合IUは 3 時閲反応 さ せ て も精子運動

率は ほ とん ど低下 を示 さな い が ， 補体を 加え た 場

合に は 反応 1時間か ら 3時間 に か け て 強い 精子運

動率の 低下 が認め られた ．こ の 頚管粘液抽出液中

に 認め られ る補体依存性 の精子不 動化因子 の 強さ

（SIV 値） は 血 中精子不動化抗体価 （Sl50値） と

は 必 ず し も平行関係 を 示 さ ず ， また血中抗体保

有婦入 に お い て も必 ず しも毎周期 頚管粘液中に 精
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表 1　 Micro−SIT＊ l
　using 　CM ．extract 　frem 　infertile　women 　containing 　sperm

　正mm 。bHizing　andbody 　in　sera5

　　　　　　　　　　　Sperm 　moti 賎ty （％）and 　SIVoM ＊4

PatientS

［

　　　　S正5D
紫2

　　in　 serumComp
星ement 1hr 2hr 3hI

％　 iSlv・3
　　　　 1

％　 … SIV
　　　『
傷　 3SIV
　　　　 旨

Y 、1． 194．0
一
十

76
　…　 L9

40　　　　…

80　 …
　　　　 1　 6，7
12　　　　…

72　 　
1

　　　　 1　 9．0
　8

K 、W ． 53．0
一

十

84　 i14 ，0
　6　　　　：

72　　3
　　　　 1　 38．0
　2　　　　 3
　　　　 3

72　 1
　　　　 2　　 0Q

　o
　　　　 3

S ．T ． 51．5
一

十

83　 i
　　　　 l　 2 ．8
20
　　　　 F

76　 …　 4．2
18　　　　…

66　　3
　　　　 1　　 00
0　　 ｝　　　　1

M ，M ， 48，2
一

十

　　　　一
80　 　3
　　　　 1　 1．1
78　　　　… lll ・・175

　　1
　　　　・　 6．4
12　　　　…

T ．T ， 26 ．1
一

十

71　 164
　 i　 1・1

　　　　1

72　 　l
　　　　 I　 2 ．5
29　　　　…

68　 i
　　　　・　 4．0
17　　　　…

191 ． 2 ．7
一
十

65　 　 ：
　　　　 1　 8．1
　8　　　　…

66　 …
　 　 　 　 I　 　 oo

o　 　2　　　　1

60　　 3
　 　 　 　 1　 　　 0Q

o　 …
＊1MicrD −SIV ： Micro　sperm 　immobilization　test
＊2Slse

： 50％ sperm 　immobiliZation　unit　by　quantitative　sp ¢ rm 　immobilization　test5｝

＊3SIV
： Sperm　immobilizat正on 　va 【ue

“4SIVcM
： Sperm 　immobi 量izatiDn　value 　in　cerVical 　mucus 　extract

表 2　 Follow　up 　results 　of 　sperm 　immobilizing

　 activities 　 in　 the 　 serum 　 and 　 cervic 訓 mucus

　 from　 a　infertile　woman （M ．M ．）ovcr 　through

　 along 　period

Dates
SI50 SIV　in　GM ．extra α

in　serum
工hr2hr3hr

1977．4 ．2126 ．2 2．532 ．  oo

7 ．2225 ．1 LO 1，0LO
9 ．19 4 ，8 1，0 1．00 、9

1978．L2629 ．0 1．0 L83 ．5
2 ．2348 、2 1．0 3．16 ．3
3 ，23N ．D ， 1．0 1、72 、6
5 ．工6 78 ．Q 1．0 1．01 、0
6 ，工3 73．7 L72 ．83 、2

SI50； 50％ sperm 　immobi玉重zation 　unit

SIV ： Sperm 呈mmobilizadon 　 va ユue

N ，D ．： Not　deεermined

子不 動化因子が認め られ る と は か ぎらな か つ た ．

表 2 は 同
一
患者に つ き数周期に 亘 り血中精子不 動

化抗体価 と頚管粘液 巾精子不動化因子 の 相関を み

た も の で あ る 。血 中抗体価 もか な りの 動揺 を示 し

て い る が ， こ れ に もま して 頚管粘液中 の 精子不 動

化因子の 動揺は 激 し く， 周期 に よ つ て は傘く精子

不 動化因子 の 認め られな い 時期 の ある こ とを示 し

て い る ．

　次 い で 血中に 精子不動化抗体を持た な い 原因不

表 3　 Positive　results 　of 　micro £ IT　in　CM −extracts

　from　infertile　women 　With　negative 　SIT　in　sera

Patients
SIV SIV 　in （】M ・extraCt

in　serumlhr2hr3hr

1，J．K ． 1．1 2 ．35 ．415 ．0
2．Y．H ． 1，1 3．67 ．99 ．3
3、T ．　N ． 1．0 2 ．4 一「鬯 6 ．3
4．M ．　A ． Lo 1，72 ．64 、3
5．M ．H ． 1．4 L72 ，86 ．7
6．T ．K ． L1 1．02 ，24 ・21
7．　 F ．T ． LO 1．22 ．07 ・8　i
8．　 S．H ， 1．0 1．62 、83 ．8
9，T ．G ． 0．9 1．02 、42 ．6
10．　 S ，S ． LG 1．42 ．2 2．7　 】

11．J．M ． 1，0 1．36 ．6 7．2

SIT ： Sperm 　immobMza しion　test
SIV ： Sperm 　immobilization　value

明不妊婦人 に お け る頚管粘液中精子 不動化因子に

つ い て 検討を行つ た ．72名の不妊婦人 よ り数周期

に 亘 り排卵前頚管粘液を 採取 して そ の 抽出液中の

補体依存性精子不 動化因子 を測定 した 。同
一

症例

に よ り複数 の頚管粘液中に
一

度で も精子不動化因

子が認め られ た 場 合を 陽性 と判定 した 場合 に は
，

78名中 11名 の 婦人 の 頚管粘液抽出液中に補体依存

性 の 精子不動化因子が 陽性を示 した 。表 3 に は 血

中抗体 は陰性に もか か わ らず頚管粘液中に 精子不
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表 4　 Negadve 　results 　of　micro −S1T　in　GM 尤 xtracts

　fi℃ m 　infertile　women 　With　nega 白ve 　SIT　in　scra

SIV SIV 　in　CM ・eXtract
Patientsin 　serumlhr2hr3hr

1，T ．G ． LO LO0 ，90 ．9
2．T ．　N ． 1．1 1．01 ，1 ！．1

3．N ．1． 1．0 LOLO1 ．0
4，M ．　S ． 1．1 10LO 夏 0

5．LT ． LO 王 01 ．0LO
6．N ．M ， LO Lo1 ．0L1

7．T ．　 S． LO   910L1

8．T ．　U ． 1，0 1．20 ．9LO
9．T ．K ． L2 Q．9111 、1

10・H ・0 ・ 1L1 0 ．91 ．01 ．1

SIT ： Sperm 　immobiliZation　test

SIV ： Sperm　immobilization　value

表 5　 Percentage 　of 　positive　results 　by　micro −SIT　ln

　GM −extracts 　from　infertile　women 　with 　and 　witheut

　sperm 　immobi 脉 ng 　andbody 　in　sera

SIT 　in　 sera ． No．　of 　padentSNo
．。f　posit主v 。　m 圭cro・SIT

　　　 in　CM ・extracts

PositiveNegative 乳372 lO （76．9％）

11 （15，3％）

動化因子 の 認 め られた 11症例 の 実測値を示 し た ．

表 4 は 血中及び頚管粘液中に 共に 精子不動化作用

の 認め られな か つ た症例 の
一部を示 し た もの で あ

る ．な お血清中 の 精子不動化抗体の 有無は従来 の

香 山 他

定性的精子不動化試験法に よ つ て調 べ た も の で あ

りそ の 値 SIV は反応 1時間に お ける CIT（対照血

清 中精子運動率1被検血清中精子運動率）を 示 し

て い る ．表 5 は 血中精子不動化抗体保有不 妊婦人

と非保有不 妊婦人の頚管粘液中精子不 動化因子 の

検 出率を比較 した も の で あ るが ， 前者に お い て は

13名中 10名 （76．9％）に ，後者 に お い て は 72名中

11名 （15．3％）に 頚管粘液中に 補体依存性の 精子

不動化因子が 検出され た こ とを示 し て い る ．

　　　　　　　　　考　　察

　頚管粘液中に種 々 の 蛋 白成分 が 含有 され て お

り，
こ の 中に は抗体成分の 一種で ある γ

一globulin

の 存在が古 くよ り知られ て い る
tG）17）21）．著者 らが

正常月経周 期婦人 よ り採取 し た排卵前頚管粘液の

超遠心 分離後上清 に つ い て 調 べ た結果で も ，
IgM

は例外的に 検出 され る に す ぎな い が ，
IgG 及び
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IgA は大部分の 頚管粘液中に検出 され ， また補体

成分 の一つ で ある C3 成分 も約半数 の 症例 に 検

出された
s）． こ れら の 抗体成分 の 中 に は ABO 血

液型抗原物質 ， 細菌 （Escherichia 　 coli ），
Candida

albicans 等に 対す る抗体が含 ま れ る こ と も証明 さ

れ て お り
18）23｝26）

，また
一部 の 婦人で は 確定的で は

ない に し て も精子 ， 精漿抗原に 対する抗体が存在

す る こ とも示 唆され て い る
IS］IS）19）25）

．

　 本論文に お い て は 原因不明不妊婦人 の 中で も血

中精子不 動化抗体保有患者 と血中に抗体を持た な

い 患者 の 両 グ ル ープ に つ い て そ の 頚管粘液中の 補

体依存性精 子不 動化因子 の検討を行 つ た ．排卵前

とい つ て も頚管粘液 の 採取出来る量は非常に少量

で ある た め ，従来用 い ら れ て きた精子不鋤化試験

法 で は 測定 が不 可能で あ り　
，
　Husted　 and 　Hj ・ rt9

）
の

micro −cytotoxicity 　test を改良 し て 我 々 が独 自に

考案した微量精子不動化試験を用 い て実験を行っ

た ．同 じ精子不 動化抗体含有血清に つ い て 両者の

方法 に よ りそ の 精子不動化値 （SIV ）を求め て ，

両測定法 の比較を行つ て み た が ， そ れぞれ の 測定

値に 有意差は み られ ず 2 つ の 測定法 はほ ぼ同程度

の 感度で もつ て 補体依存性精子不動化抗体 の 検出

を行 うもの と考 えられる ．検体 として 用 い た 頚

管粘液はた とえ排卵前の もの で あつ て も粘稠性 の

為に 測定検体 と し て 不 適当で ある た め ，等量 の 抗

精子抗体を含 まない 未婚女性血 清を加え て 抽出し

た もの を 測定胴検体 と した ．従 つ て すべ て の 検

体中に は もとの 頚管粘液中 に 含 まれる可溶性成分

の 112に 稀釈 された濃度しか 含 まれず ， 血清に 比

べ て 頚管粘液中に 約 2 倍量の 抗体量が なけれ ば血

清 と同 じ測定値が得 られな い と い うこ とに な る、の

で頚管粘液中の 精子不 動化抗体の 有無に つ い て は

た とえ 1時間の反応時間で SIV 値 が 2 以下 で あ

つ て も， 2時間の 反応時間で 2 以上 となる も の は

陽性 と判定し た ．また 本論文で は 頚管粘液中に検

出さ れ た 補体依存性 の 精子不動化作用 を有す る物

質を抗体 と呼ぽ ずす べ て 因子 と呼称 して い るがそ

の 理 由は 未だ頚管粘液中の 精子不動化因子に つ い

て そ の 性状分析を行つ て お らず ， 生物学的作用か

　らの み 推定 し て い る の で あるが ，そ の 作用発現に
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必ず補体を必 要 とす る点 よ り考え て おそ らく血清

中に 含 まれ る精子不動化抗体 と同様抗体そ の もの

で あ る と考え られ る ．

　 血中抗精子抗体保有不 妊婦人で は 76．9％ の 婦人

に
， 頚管粘液中 に も補体依存性 の 精子不動化困子

が検出 された ．こ の 頚管粘液中 の 精子不動化因子

が ，循環血 液中 の 抗体移行 に よ る もの な の か
ヱ4）
，

子宮頚管 で 局所産生 され た もの
8） に よる も の な の

か は 不明で あるが ，血 中 に 精子不 動化抗体を検出

出来なか つ た不 妊婦人72名中11名 （15．3％） の 頚

管粘液中に精子不動化因子が検出さ れ た 事実は 抗

精子抗体 の局所産生 を強 く示唆す る もの で ある ．

血 中精子不動化抗体保有婦人の 中に も頚管粘液中

に精子不動化因子を 証明 し得な い 症例 もあ り， ま

た 同 じ症例 で も周期に よつ て 抗体又は 補体が検出

され る場合 と されない 揚含が ある こ とが判明 し た

の で ，血 中又は 頚管粘液中に 精子不動化抗体を 保

有す る婦人 は ， 非常に 妊娠 しに くい こ とは 間違 い

な い 事実 と し て も ， 頚管粘液中に抗体又は補体が

分泌され て い な い 場合は 精子 の 通過 は 良好で ある

の で ， 機会は少 な い として も妊娠の 機会が絶無 と

は い え な い ．こ の 現象 が ，精子不動化抗体保有婦

人 （低単位 の揚合）が ，稀に 自然妊娠す る場 合の

理 由と考え られ る ．
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